
平成１４年度 第１回石狩市男女共同参画推進委員会 

 

日時 平成１４年４月２３日 

   午前１０時００分 

会場 市役所２０２会議室 

 

出席者 駒井委員長、伊藤副委員長、阿部委員、小林委員、佐藤委員、中井委員、西委員、

能村委員、深山委員、村上委員、山田委員、 

事務局 野企画財政部長、桑島市民の声を聴く課長、谷川市民の声を聴く課主査 

傍聴者 なし 

議 題 （１）報告 

①平成１３年度男女共同参画セミナーについて 

    （２）審議 

①プラン基本目標Ⅴ「生涯にわたる女性への健康支援」 

②平成１４年度男女共同参画推進事業 

    （３）その他 

①次期推進委員の構成について 

 

 

○委員長：それでは、本日は一度途中で時間が変更になりましたりして、皆さんお時間を合

わせたりするのに御苦労なさったかと思いますが、そういう中をどうもありがとうございま

した。 

 この委員会が始まってから今回が通算で７回目、最後の委員会になります。前回初めてこ

の委員会が始まって以来、初めてというようなことを申し上げてはちょっと言い過ぎかもし

れませんが、事前に資料が配付されまして、前もってこの委員会で何を話し合うのかを考え

て参加できた委員会だったかなと思います。 

 そういう中で、貴重なご意見がたくさん出ました。まだ懸案事項として、パート労働の権

利の問題が一つ次年度への要望として出されましたとか、それから農業者の生産と加工と販

売までの一貫した農業者の実際的な参画、そういう農業女性たちのネットワークについても、

まだまだ石狩の場合は発展途上といいますか、事前にラインの手前で足踏みしているような

状況があるのではないかと、そこも推し進めていってほしいというような、具体的で貴重な

ご意見が前回出たと思います。 

 本日もプランの発信以来２年間、どういうふうにプランを実践してきたのか、そういうこ

とを踏まえながら、今日の最後の章でありますリプロダクティブ・ヘルス／ライツといいま

すか、生涯の健康に関する部分をいろいろご意見を伺いながら、進めていきたいと思います。 

 次第が配られているんですよね。開会のあいさつは、短くいたしまして、早速議題に入っ
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ていきたいと思います。 

 まず、事務局の方の資料についてのご報告ですか。それからお願いいたします。 

○事務局：皆さん、おはようございます。朝１０時という早い時間からお集まりいただきま

して、ありがとうございます。 

 それと、先日資料お送りしたときに、後半の環境の部分についての資料を後日お送りする

というふうにお伝えしてあったのですけれども、なかなか年度始まったばかりということも

ありまして、データがそろわずに本日直接提出してしまうことになりました点についておわ

び申し上げます。 

 それでは、次第の３番報告ということで、まず先日開催いたしました平成１３年度男女共

同参画セミナーについての、まずご報告について説明いたします。 

 先般、お送りしました資料の１１ページにこの報告の概要を載せてございます。昨年度か

ら始まりました「女性相談」での実績を踏まえ、そして女性の自立について一つの側面から

考えるという機会を設けまして実施いたしました。 

 一つ目は女性のための法律もろもろ、女性のための支援もろもろ、三つ目が女性のための

就業ということで、「女のスペース・おん」から代表の近藤恵子さん、同じく「女のスペー

ス・おん」の駆け込みシェルター運営委員でいらっしゃいます山崎菊乃さんにそれぞれお話

いただきました。                           

 ただ、③番の女性のための就業ということで、私どもでは離婚をして自立すると、実際に

子供を抱えて働くということはどういうことかという観点からお話いただこうと思ってい

たのですけれども、①、②を踏まえまして、実際にＤＶ、そして離婚、その離婚後の生活、

支援ですとか、そういった内容に皆さん非常に強い関心を持たれまして、③の内容につきま

しても、実際にこの山崎さんもＤＶの被害を受けられて、離婚されて、現在法律事務所に働

いていらっしゃいますけれども、その経験談からお話いただいたということになってござい

ます。 

 それで、本日お配りしました資料の中にアンケート、セミナーでのご出席いただいた皆さ

ん方からアンケートを集めさせていただきましたけれども、この中でやはり情報が特に必要

だと、こういうことで悩んでいらっしゃる方がたくさんいらっしゃるだろうと、その方々の

ためにも、何らかの方法で情報をどんどん流すべきだというご意見が結構見受けられます。 

 以上、男女共同参画セミナーの報告とさせていただきます。 

○委員長：まずは、前回皆さんの中にもご出席の方が何人もいらっしゃったかと思いますが、

セミナーのアンケート結果のご報告でしたけれども、これについてご質問はありませんでし

ょうか。 

 今、受け取っていますから、目を通すのにも大変かと思いますが、実際に出席なさった方

で、ご自分の出席なさった、参加なさった方の感想なりご意見なりでも、特にアンケートに

携わらなくてもいいと思いますが、いかがですか。 

 思いついたときにまたいつでも意見を言っていただくということにして、まずはご説明、
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報告いただきますか。 

 それでは、次の資料の説明をお願いいたします。 

○事務局：それでは、プランの方のお手元の基本目標に沿った資料の説明をさせていただき

ます。先日お送りしました、生涯にわたる女性への健康支援につきまして、若干補足説明を

させていただきます。 

○委員長：その前にこのプランの４７ページですから、そこのプランに沿ったような形でご

意見をいただきたいと思いますので、持ってきてくださった方はご用意いただければと思い

ます。はい、お願いいたします。 

○事務局：まず１番、（１）まず講座の開催とはございますけれども、マタニティコースと

ありますが、昨年度の実績でいいますと、回数は一緒です、実人数で２９人、延べ人数で８

９人と昨年度はなっております。１２年度の実績となっております。 

 続いて両親教室ですが、同じく年２回で、１２年度につきましては３５人。内訳にします

と、ご夫婦１６組、そして母親のみ３人のご出席をいただいております。 

 それから、妊娠届け出数、参考までにということで挙げてございますけれども、これはま

だ２月末現在の数字になりますけれども、これは平成１２年度の３月末、４月から３月まで

の１年間の実績でいいますと４１４件でございます。 

 それから、出生数。これも２月末現在でありますと３６６件ですが、平成１２年度につき

ましては４１４件となっております。 

 それから続いて、（２）の地区健康教育とございます。これは地域、地区ですとか、団体

からの要望に応じて開催しておりますけれども、１２年度実績は、回数４８回、受講者数は

１，０９０人。ちなみにその上の１３年度は９地区とありますが、１２年度は１７地区、１

７地区団体になります。 

 それから、健康相談へ続いてまいりますと、定例健康相談で回数は同じですが、件数につ

きましては１２年度は５２件。続いて、地区健康相談。これも地区健康教育と同じように要

望に応じて実施しておりますけれども、回数が６９回。件数にしまして８３２件。１３年度

は８地区とありますが１２年度は１７地区となってございます。 

 それから、歯周病予防相談。回数は同じく年９回で、１２年度は件数で１８５件となって

ございます。 

 続いて、（３）にまいります。妊婦健康診査、これは医療機関に委託して、妊婦の皆さん

自身が病院の方に出向いて受ける診査ですけれども、１２年度前期は３６０件、後期が３２

４件となってございます。１３年度のこの３０２件、２８３件につきましては、２月末現在

の数字となってございます。 

 それから、乳児健康診査。こちらも年１２回、回数は同じですが、４カ月児で３６６件、

１０カ月児で３６０件となってございます。対象者でいきますと７９３人となります。 

 続いて、２ページ目にまいりまして１歳６カ月児健康診査、こちらが人数でいきますと３

７０人、対象者数が３９１人。同じく３歳児健康診査、１２年度は４１０人、対象者数は４
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８９人。 

 続いて、歯科検診ですが、１２年度５７８人となります。 

 子育て広場ですが、回数は同じで実参加者数が１２年度は４９人、延べ参加者数が８２人

となります。 

 そして、離乳食教室が同じく年４回で実績は４６人となってございます。 

 続いて、訪問指導の方へまいります。妊産婦訪問指導につきましては、１２年度が実人数

３件、延べ人数も３件。新生児訪問指導につきましては、実人数１３０件、延べ件数が１３

８件。未熟児訪問指導につきましては、１２年度は３０件。乳幼児訪問指導については、乳

児が８件、幼児が１５件。子供発達相談につきましては、１２年度は２１件。 

 任意相談があります。１２年度につきましては、妊産婦が９１件です。新生児につきまし

ては４１件。乳児につきましては２５件。幼児につきましては８２件となってございます。

先ほどの妊産婦、私９１件と申し上げましたが１９件の間違いです。失礼しました。 

 続いて、成人の健康診査につきましては３ページの中ほどから表を、基本検診と乳がん検

診、子宮がん検診の方に絞ってございますけれども、表にしてございます。続いてこの表を

もとに４ページの上段にグラフで推移をお示ししてございます。このグラフにつきましては

プランの４６ページ、こちらに平成７年度から１０年度までの推移が出ておりますけれども、

これに１３年度、ただし２月末現在ということになりますけれども、１３年度までの推移を

こちらに掲載してございます。 

 それで、その３ページの表、基本健診ですとか、ほかのがん検診ですけれど、表の中の対

象者数ですが、４０歳以上、例えば基本健診でも４０歳以上の男女というのがありますけれ

ども、４０歳以上の男女全員ではなくて、実際にどこか企業に働いている、社会保険に加入

されている方については除外してございます。ですから、国民健康保険加入者ですとか、そ

ういった方々のみの実際の本当に対象者ということになってございます。 

 以上、補足説明とさせていただきます。 

○委員長：ありがとうございました。 

 今日、お持ちかどうかと思いますが、石狩市で１９９８年に調査報告しました意識調査と

いうところに、保育のことや家族の介護のことや、それに対する数字が出ています。ちなみ

に今事務局の方からご説明いただきました妊娠期間、それから閉経後、それから生涯にわた

っての健康、保健といいますか、そういう事業の報告いただいたのですけれども、それらに

関する、数少ないのですが男女平等に関する市民意識調査というのがこの報告書の中に、例

えば４７ページとか、それから８６ページなどに関連の表が出ているかと思います。 

 それから、全国の数字ですけれども、６５歳以上の１人で住んでいる高齢者の方の数です

ね、それは６割以上は女性です。そうしますと女性の生涯にわたるリプロダクティブ・ヘル

ス／ライツという問題は、高齢者問題とも大きくかかわって、地方自治体にとっても大きな

政策の一環になるのだろうというふうに今思います。そういう数字も出ています。 

 今、説明を受けました基本目標４の健康支援についての事業なんですけれども、最初ちょ
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っとややこしいと思ってとまどわれたかもしれませんが、講座の開催も種類が１、２、３と

いうふうに分かれています。１は母性機能の尊重についての啓発活動の推進。２は健康教

育・相談体制の充実。３は妊娠、出産可能期における、閉経前と閉経後を除いた妊娠出産可

能期における健康支援というふうに分かれていまして、これは先ほどちょっと申しましたよ

うなプランの１、２、３に即した事業の説明になっています。 

 その今のご説明を聞きながら、何かご質問があれば。簡単な確認でも何でも構いませんの

で、何かありませんか。 

○佐 藤：受診率の表についてですが。 

○委員長：何ページというふうにちょっと。 

○佐 藤：３ページです。 

○委員長：はい、３ページ。 

○佐 藤：平成１０年度が一番受診率とか高いのですけれど、それから下がってきているの

です。それはどういう、ＰＲの方法が違ってきたのかどうか、そういう点を聞きたいのです。 

○委員長：これについては、どうでしょうか。 

○事務局：これまで、各種健診というのは各地域の会館で行われてきていたのですけれども、

平成１０年にりんくるができたことによりましてりんくるに集約したのと、総合健診という

くくりを新たに設けたという部分で、ここで受診率が伸びたというふうに現場でも把握して

おります。 

 それと今続きまして、最近ここ二、三年ほどは逆に受診率が下がってきているのが見受け

られるのですけれども、これについては生活習慣病で既にもう病院にかかっている方につい

ては、そちらでの健診を指導していることによって、受診率が下がってきているというふう

に押さえているわけです。 

○委員長：そうしますと、１０年、りんくるができた３年ほどの間は通院者の方でもりんく

るで健診を受けるというふうな、重なった部分があったということですか。それを分けたと

いう。 

○事務局：そうですね。 

○委員長：そういうことで数字がちょっと減っているようですが、よろしいですか。はい。

ほかにいかがでしょうか。この事業に対する全体の感想でもといいますか、よろしいのです

けれども。ないのでしょうか。さらに中身を進めていく上で、この事業と対照しながらまた

ご意見がいただけるかもしれませんので、先へ進んでよろしいですか。 

 それでは、ご説明を受けましたので、次に４の議題に入ります。 

 プランの基本目標５、生涯にわたる女性への健康支援というところに今日は入るわけです

が、これは先ほど出ましたようなプランの４７ページ、４６、４７というところに入りまし

て、基本目標の５には推進の方向１として、生涯にわたる女性の健康の保持・増進と、もう

一つ環境保全への取り組みという項目が二つ入っております。一つ目からやっていきたいの

ですけれども、この推進の方向の４６ページの文章を読んできていただいているかと思うの
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ですが、そこのところがプランの基本的な考え方になっております。 

 男性と女性では、今、女性医学というジャンルがうち立てられつつあるように、非常にと

らえ方が違うものなのです。これが今までは一緒になっていたところを少し切り離して、女

性のリプロダクティブ・ヘルス／ライツ、性と生殖に関する健康と権利というふうに日本語

で訳しているようなことになっているわけですが、性と生殖に関する健康と権利なんです。

これは。それが、ただ健康診断というような枠組みとは少し違った観点で、つまり男女共同

参画というのがジェンダーチェック、ジェンダーバイアスを取り除いて、性差別のないそう

いう社会をつくっていきたいというようなことが根底にあるわけなので、そこの上にこのプ

ランが立てられているわけです。 

 生涯にわたる女性の健康の保持、そして増進ということが、女性が自らの身体について自

己決定を行い、健康で過ごすことは女性のエンパワメントの基本といいますというふうな書

き方で始まっているところに今日入るわけなのです。 

 その中で、施策の推進内容の１に母性機能の尊重についての啓発活動の推進というふうな

ことが一つ目にありますので、そこからご意見を賜りたいと思うのですけれども、それにつ

いての具体的な事業が、マタニティコース年４回４日間コースと両親教室というのが、先ほ

ど事務局の方からご説明があった事業と関連するということになりますが、いかがでしょう

か。 

 昨年度の実績も示していただきましたのは、プランが発信してから今年で２年たつわけで

すから、この２年の間に意識的なプランの推進というのがどのように行われたかということ

のために、去年度の実績も示していただいたということなのです。 

 どうぞ、お願いします、村上さん。 

○村 上：そのリプロダクティブ・ヘルスというこれを読んで、私思うのですけれど、ここ

に報告された分でちょっと別に、教育面で、例の性教育といいますか青少年に対する性教育

というか、そういった部分は関連としては報告とか何かに入っているのでしょうか。 

○委員長：これはいかがでしょうか。 

○事務局：申しわけありません。そちらの方面ではちょっと特別把握はしてございませんで

した。 

○村 上：そうですか。現場では、中学生あたりからもういろいろな恋愛関係で、いろいろ

な形での性的な乱れというか、そういうことがあると。それは一般的に言ってしまうと、い

わゆる家庭教育の云々とかって、そういうふうになりがちなところはあるのですが、やっぱ

り健康面からきちっと教えていくということも必要なんですが、学校現場でそれがどれぐら

い時間とられているのかなと、あるいは現実には聞くところでは、高校とか中学校でもそう

かと思うのですけれども、特別なこういう時間設けないという動きも見受けられますので、

やっていないとは私言えないと思うのです。だけれど、それがこういうところにどう集約さ

れてきて、またどう取り組もうとしているのかというのが欲しいなという。 

○委員長：今、村上委員さんの方から非常に貴重なご意見が出たと思いますが、意識の啓発
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というのは人間の生育過程の途中から家庭教育だけに任されても、もちろん解決のできる問

題ではなく、非常に大事な部分、教育の中における役割というのがあるわけでして、それは

もっと年齢の低いうちから行われていかなければならないというのがあると思うのです。現

場にいらっしゃる先生から、山田さんいかがでしょうか。中学校における現状というのは。 

○山 田：教育課程というのは、各学校において作成されていますから、結論から先に言い

ますと各学校ごとにすごく違いがあるというのははっきりしています。市内でも、それから

管内的に札幌市なんか見ても、多くやられているのは保健の授業の中でというのが圧倒的に

多いのです。ただ、最近は教科の総合学科が随分進んでいますから、この分野においては保

健と理科とのかかわりがあるぞという形では、そういう組み方をしていますから、ですから

いわゆる生殖関係の理科とのかかわり、保健とのかかわり、そういう形で進んでいる方向が

多いです。 

 先ほど言いましたように、例えば北海道の今だれがやっているのかな、性教育研究会だと

か、そういう部会がかなりあるのですけれども、非常に難しいというのがあります。 

 それで、養護教諭が中心になってやっている学校もありますし、保健の先生がやっている

学校もありますし、考え方非常に複雑なんです。ただはっきりしていることは、かつてのよ

うな寝た子を起こすような教育やめろということは思ってないですね。そんな時代ではもう

はっきりないことは確かです。 

 学校教育でも大変困っているというのが現状でしょう。だから、学校教育と家庭教育と地

域教育と分けるとしても、連携から融合という言葉使っていますけれども、なかなか融合で

きないというか。 

 ただ、私もよく言うのは、これが家庭の分野だ、これ学校の分野だと、そういう時代では

ないのです。学校だけではできないです。家庭だけでもできない。そういう面で本当に一緒

になってやる時代にきているかなと感じます。 

○委員長：山田先生の具体的に学校ではどういう実際のといいますか、実践がなされている

というようなことはいかがですか。 

○山 田：今までと、それからこれからはすごい変わります。もう小学校の５年生ぐらいか

らコンドームもはっきり図が出てきていますから。今までは出てきていません。それがはっ

きり出てきていますし。中学校の１年生ではもう完全に性交の問題まではっきりもう出てき

ていますから、やっぱりそういう時代にきているのです。本校でも警察の方呼んだり、いろ

いろな方を呼んだりして、健康のことだとか、それから薬物の問題とか毎年毎年講演会、今

年もこれから６月あるのですけれども、やっていますけれども。もちろん、性教育も含めて

警察の資料だとか妊娠出産にかかわる問題とか、いろいろ話してくれるのですけれども、ど

れだけ定着するかというとまたこれ難しさもあります。そういう機会を多く持つことは大事

だなということは感じています。 

○委員長：はい。 

○伊 藤：性教育って本当に難しい分野で、多分ご担当の先生によってアプロ－チの仕方が
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物すごく違うということがあると思います。うちの息子が４年生のときに、担任の先生がも

ともと家庭科の専門だったということから、大変いい性教育の始まりを彼自身は体験したと

いうふうに思っていますけれども、全くそういったことに触れない先生ももちろんいらっし

ゃるというのが現状だと思うのです。これは難しいかもしれないけれど、基本ラインとして

ベースになるものを今は共有するべきところに来ているのではないか、あるいは研修場所と

いうものが具体的に必要なのではないかなというふうに思うのです。そうでないとひどいば

らつきがあるし、子どもにとっては大切だと思っているけれども、そうでない人は思ってい

ても指導技術としてどうすればいいかわからないということもあると思うのです。そういう

面で、教育委員会とか行政がかかわっていけるとすれば、やっぱり市全体、もっと広げても

いいのですけれども、基本ラインとなるような部分の概念とそれからその指導技術、最低限

なものは必要なのでないかなというふうに思うのです。 

 それと、あとこれまでの流れの中で身体的な精神的に直接かかわるような部分というのを

教えられていくのでしょうけれども、この前たまたま札幌医師会が開いた交流会の中で、あ

る調査を聞く機会があったのですけれども、高校生の男女との間の性関係というものが、非

常に男女の心理的なものが影響していて、男の子は気持ちがいいからセックスをするという、

でも女の子は相手を尊重しているから、相手によく思われたいからそういう性行為を行うん

だというのが、高校生２００人程度のアンケートから出てきているのです。 

 そうしたときに母性尊重ということは、やっぱり男の子にとっては大変難しい問題だなと

いうふうに思うのです。その辺あたりというのは、単純にコンドームを紹介したり、どうい

うふうにしたら中絶だとかを避けることができるのかではなくて、もっと中身の問題を教え

ていかなくてはいけないと思うのです。 

○委員長：先ほどの山田さんの話の中に保健と理科との融合で、そしてその教科書に既にコ

ンドームの図や性交の仕方というものが、もう中学１年生ぐらいになると教わると。それは

もしかしたら、ある部分、生殖教育と生理教育だけであって、いわゆる性教育の部分という

のはもっと深く広いものではないかというふうに思うのです。 

 本日提示していただいた、今回の今日の資料なんですが、そこにはやっぱり保守的なとい

うよりも子供が抜けているわけですよね。母性だけを取り上げて健康の増進を図ることがリ

プロダクティブ・ヘルス／ライツではないということで、これが基本的に教育の問題が非常

に大きい。これを抜かして、この啓発はできないのではないかということはあります。今の

村上さん、それから山田さん、伊藤さんの貴重なご意見があったのですけれども、少しこの

問題に時間をとりたいと思いますので、ちょっとほかの方からもご意見を伺わせていただき

たいと思います。はい。 

○深 山：今のに関連してなんですけれど、私は子供のことになるのですけれど、今、高校

３年生で、高校２年の３学期にうちの子供が行っている札幌情報高等学校なんですけれども、

クラスで男女一緒に出産の、保健の時間だと思うのですけれど、一緒に見たのです、経過を。 

○委員長：生まれる具体的なビデオをですか。 
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○深 山：そうです。ビデオで見て。その時の感想なんですけれど、男子が少ないのですけ

れど、すごくその出産のビデオを見た感想というのでしょうか、女の子は本当に大変なんだ

と、すごいそういう話をしたそうなんです。女の子はやっぱり、さっき伊藤先生がおっしゃ

ったように、セックスの場合は男の子が望んで、自分はそうでなくてもその男の子に喜んで

もらうというかそういう気持ちでというのが多かったのですけれど、男子の女の子に対する

考え方というのか、そういうのがすごい変わったというか、そのビデオを見て。そういう話

を家族でも、テレビ見たことによって、だから出産なんてすごく、そういうふうになるとい

うこと本当大変なことなんだよということで。 

○委員長：だから、いいチャンスを提供する、いい教育の場があると、子供たちは本当に深

くいろいろなことを感じとるわけですよね。そこから両性の尊重というものが生まれて、こ

の気持ちがいいからする、相手によく思われたいから受けるというような男女の関係は大人

になってからも継続当然されて、結局夫婦の間でも夫が望むからというふうなことで受ける、

そこで望まない妊娠をする、それはリプロダクティブ・ヘルス／ライツの真ん中にある生殖、

妊娠、出産の自己決定権というのはそぐわけですよね。 

 だから、小さいときの教育というのは本当に大切で、しかもその教育の中身がどんなふう

であるかということは重要なわけですよね。 

 一つ今出ていますことは、ぜひ教える側の勉強の機会をつくってほしいと、それもベース

になる部分はみんなが共有できるように、保健の先生と理科の先生だけではなく、日々子供

たちに接する担任の先生から教育の機会を持ってもらいたい。 

 私が教えている２０歳から二十二、三歳ぐらいの生徒さんの中にも、私がたじたじとなっ

た発言があったのですが、自分は親にもちろん黙ってセックスをしていると、けれども父親

は自分のことを処女だと思っている。それで父親の前で座って、私はもう処女ではないとい

うことを宣言したというのです。そのときに自分の父親が全く一言も言えないで、顔をうつ

むけてじっと耐えているという、そういう図を話してくれたことがあるのです。そういう問

題について、オープンで語る状況がまだまだないということをこのごろでも感じます。 

 そういうあの年代の若い女性たちでも、やっぱりよく思われたいからというのは続いてい

るようで、別にしたくてしているわけではなく、つき合っている男の子に捨てられたくない

からというような発言はよく聞くことなのです。そこのところを変えていく必要があるよな

という感じは今お話を伺いながらもしましたが、ほかにいかがでしょうか。 

 はい、お願いします。 

○ 西 ：２年間の任期で、この委員会で審議をしてきたと思うのですけれど、１２年度に

たしか性に関してはやりましたよね。りんくるで。明るいキャラの冊子になって出たと思う

のですけれども、そのとき少なくも多くもない程度の参加率だったような気が石狩としては

するのですが、行政の建物の中でするというよりは、今後はやはり例えば、反省というか、

教訓なんですけれど、どこかの中学でも高校でもそちらの方に出て行ってすると。それで地

域も、もちろん先生もそうだし、親も呼び込むし、地域も呼び込む方が、石狩全体で拡散し
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てしまうよりは、私は効率的という言い方は少し適当ではないかもしれませんけれども、よ

りたくさんの方にやはり勉強していただける、学習していただける設定ではないかなと思い

ます。 

 せっかく市民の声を聴く課ですから、あのときいいパンフができましたので、できたもの

は各校配布になっていますから、どこかのやはりＰＴＡとでも１回ぐらいは懇談をして、ど

うですかというような話し合いをすると、そのときにそれこそ町内会でやったり、ＰＴＡと

もう少し拡大しての話し合いというのが、やはり先生方は激務で、理想はどの先生方もある

程度の基本線を持ってということが理想でしょうけれども、なかなかそれが難しいのであれ

ば、暫定的というかそういった切り口で取り組むのが、石狩市の場合は一つの方法としてい

いかなと私は思います。 

○委員長：ありがとうございます。 

 ちょっとこちらから伺いたいのですが、教育プランの中では、このいわゆる性教育という

ものはどういう位置づけで。 

○ 西 ：全く出てきませんでした。 

○委員長：先ほど山田さんの方からご発言があったように、子供たちの性意識は大きく変わ

っている。それの受け皿になっている社会そのものが、文化の質が変わってきたわけですか

ら、子供はその影響を当然受けるわけですね。その状況に対して、新しい２１世紀の教育プ

ランの中にその性教育の部分が入っていないというのも、ちょっと気になる部分ではありま

すね。 

 ほかには、いかがでしょうか。はい。 

○佐 藤：高校生と性の教育、大事だとおっしゃっていたんですけれど、本当に私、民生委

員の方で相談を受けて身近にありますので、本当にもっと中学生のときから教育して、そし

て高校に入ると親も自由に、自由って変ですけれど、子供もある程度大きくなったと思うの

で、何か見逃してしまったらしいのです。それがもう間に合わなくなってから妊娠という事

態になるのですけれど、だから中学のときが本当に大事でないかと思うのです。 

 まさか身近に、よくテレビとか小説とかでは出ていたのですけれど、まさかと思って。だ

から本当に、そして親も、それこそ男の人は気持ちいいからという部分であれしたと思うの

ですけれど、本当それが現実になって、その後どうしようかということも出ていますので、

中学からの性教育が大事かと思うのです。 

○委員長：小説やテレビでは見ているけれど、まさか自分の身近にというふうな、今、佐藤

さんのご発言でしたが、やはり年代における意識の違いというものがとてもあるのだと思う

のです。その意識のずれを放っておきますと、やはりいろいろな問題が出ることになると思

いますから、もっとこの問題には真剣に取り組む必要があるように、お話を聞いていて思い

ましたけれども。 

 まず、最初から今日の生涯にわたる女性への健康の保持と増進について、基本は教育では

ないかと。教育の現場できちっとした対応策をとらなければ。今、教育委員会というもので
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はないのですね。教育部ですかね、あそこは。社会教育。 

○事務局：教育委員会の生涯学習部。 

○委員長：そういうところが担当になるわけで、いわばその位置づけの問題が何度も出てく

るわけなのですが、市民の声を聴く課の女性係というのは、まだ非常にマイナーな部署でし

て、と私は外から見て思うわけなんですが、そこが庁内全体のジェンダーチェックの機能、

権限を持っているかといいますと、それはなかなかまだないのではないかと、そういう認識

を市そのものがまだ持っていないのではないかというふうに思えますから、窓口の方お一人

で全部の部署のジェンダーチェックをし、性教育のことでも教育課程の中できちっと組み込

むようにというような、そういう指導をする部分がどうもまだ整っていないような気はいた

します。 

 けれども、そこをしっかりやらなければ、途中にスポーツの面から、または医療の面から

健康の管理に予算をかけても、もう一つ心理面におけるこの五つ目のプランというものを実

施するということがなかなか難しいのではないかと思いますが。 

 いかがでしょうか、ほかにご意見はありませんか。 

○ 西 ：もう一つあります。いいでしょうか。 

 プラン２１の４８ページなんですけれども、一番上に経済部というのが載っていますけれ

ども、経済部がこういうことをしているというのは見えてこないですね。今までのところで、

例えばどこかの事業所に行って聞き取りをしたとかいうのは、今まで優良の事業者だとかい

ろいろな情報提供していただきましたけれど、少なくとも出てきていませんから、事務局が

やはり、経済部でどのようなことをしていたのでしょうかと、取り決めがあったのでしょう

かというふうな情報を入手して、今回この委員会に情報提供していただけたらよかったかな

と思います。 

○委員長：例えば、先ほど佐藤さんが民生委員の立場から手当てがおくれてといいますか、

知識が乏しくてという側面もあって、高校生で妊娠をする件数があるというようなお話でし

たが、これが一体石狩市でどれほどの数なのかという数字は、私たちに見えていませんし、

今、西さんの方からも出ましたような４８ページの妊娠、出産可能期における健康支援とい

うのが、担当部局経済部となっていて、これが市内の各事業所にどのようなアプローチをし

ているのかといいますか、どういうふうに把握しているのかというようなことがちょっと見

えないけれども、どうでしょうかという話ですが、それについては事務局としてはいかがで

しょう。 

○事務局：先日お送りした資料の中の５ページに、働く女性の健康管理という中で、以前に

緑色の労働実態調査の結果をお配りしましたが、こちらからの情報としてここにお載せして

いるのですけれども、市内の実態調査で行った調査の中で、市内の事業所における健康診断

実施状況ということで、正職員と臨時、パートに区分けして、１３年度と１２年度をその推

移を表とグラフにしてお載せしております。経済部の方では現在はこういった形で現状の把

握を進めています。 
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○委員長：今、ご説明がありました５ページです。その働く女性の健康管理以下の表ですね。

西さん、いかがでしょう。 

○ 西 ：これは、絶対数はどこにありますか。 

○事務局：数ですか。グラフの上の表に、例えば一番左ですと。 

○ 西 ：２５というのは、このあれですね。無回答。 

○事務局：無回答が２５になります。常用というのは正社員ですね。正社員に対しても健康

診断は行っていないというところがこれなんです。やっているよというところが３００社と

いうこと。そういう数字になります。 

○ 西 ：これは実施状況。 

○委員長：西さんのおっしゃった、現状を把握するだけではなくて、石狩市として市内の事

業所にどんなふうな働きかけをしていけるかというような部分も含んでのご発言だったと

思うのですが、それについてはいかがでしょうか。 

○事務局：そうですね。ご指摘のとおりだと思います。 

 まず経済部で、まずこの実態調査というのをやって、個々の企業に直接働きかけるのがい

いのか、そういう団体に働きかけるのがいいのか、そのいろいろな問題によっていろいろあ

りますので、経済部所管ということになっていますが、前回のときにもご説明したと思いま

すが、労働実態調査の方の項目の方に、私どもの方からこういったことを入れてほしいとい

う話し合いを適宜持つことになっております。その内容につきましては、こういうことはど

ういった形で今後の資料につなげるかというような形の話を持って、意識の啓発に努めてま

いりたいと思っております。 

○ 西 ：ちょっと確認したいのは、これは事業所に対する調査ですから、事業所が回答を

するということですよね。ですから、労働者がというか、パート職員そのものがどれだけや

っていっても受けているのかというのとは、またちょっと数字的に異なりますよね。 

○事務局：そうですね。それはまた別途。 

○ 西 ：もう少し違った形で調査をしないと、さっきの入っていないというか、この表、

下がってきているけれども、生活習慣病の人はそちらの専門医のところで見るということと、

やはり何ていうのでしょう、数字と数字がばらばらに出てしまっていて、やっているけれど

もつかみ切れていないというか、実態はやはり把握できていないということはあると思いま

すので、やっていて実際受けているのか。 

○事務局：そうですね。はい。 

○ 西 ：それで病気になって再検査というふうに、それは男性もだと思うのですけれど、

出た場合にちゃんとやはり検診を受けているのか、その辺のところはこれからの課題として

もう少し取り組んでいけないでしょうかね。 

○委員長：事業主に対するそのアンケートというのには、少し限界があるような気がします

ね。やはり労働者自身の自覚といいますか、状況が現実にどうなのかというふうなことが見

えるような、そういう調査や働きかけもこの先必要ではないかということでしたが。 

 12



 ほかにはどうですか。はい、阿部さんどうぞ。 

○阿 部：私は、この妊娠、出産という部分については、やっぱりまず最初は家庭が一番大

事というか、家庭教育の部分でとても大切でないかなというふうに思うのですけれども、個

人的なことをちょっと言わせていただきますと、我が家で子供３人いるのですけれど、たま

たま息子が小学校３年生ぐらいのときに生理用品を見つけまして、これは何だということに

なって、それで学校でこのごろ、いろいろ話していくうちに女の子が血が出た、血が出たと

言って、何かばかにされていた人がいたということを話したものですから、そのときに私は

生理というものはとても大切で、あなたがこうやって生まれてくるのもそういうものがあっ

て生まれてくるんだというようなことを説明して、だからそういうことで、もしあなたがそ

うやってはやし立てたりするのだったらそれは大きな間違いだよというふうに言って、それ

から何か真剣に女の子のことを大切にしなければだめなんだなという意識が出たみたいな

感じがするのです。 

 ですから、やっぱり家庭教育というのは、そういう生理や性のことについてはまず家庭教

育があって、そして学校に行って教育していただくというか、社会に出てもつながっていき

ますでしょうけれど、そういうこと大切だなと思っております。 

○委員長：阿部さんの今のご意見に関していかがでしょうか。プランの中でも、この５番と

いうのは５番だけで済む問題ではなく、ほかの部分もそうですが、すべて有機的につながっ

ているというふうな中身なんですね。 

 それで、前に家庭における、地域における、職場におけるというような男女共同参画の進

め方についての話し合いもいたしましたが、その状況の中でも、家庭の中におけるジェンダ

ーチェックといいますか、ジェンダー教育というのは非常に大事なんだと。山田さんからも

ご意見がありましたように、学校だけの教育でこれ済まされる問題ではないという、でもど

こも逃げてはいられないような状況が今あるのではないかというのは、あるわけですよね。 

 家庭におけるこういう性教育といいますか、それについての何か関連ご意見というのはあ

りませんでしょうか。 

○小 林：私たちのグループでも、ずっと１０年、２０年ぐらい前からそういう研究してい

る先生たちを呼んで、地域で年に何回もそういう性教育についての勉強会開いているのです。

だからやっぱり学校教育も家庭教育も本当に先生のおっしゃるように両方でやらなければ

いけないことなんだけれども、さっき民生委員の方が言ったように、結局は自分の子供の責

任は親がとらなければいけないので、もちろん学校の教育もものすごい大事なことなんだけ

れども、やっぱり親がきちっとそういうことについて力を、きちっとしたものを教えられる

という力をつけなければだめなんだろうなというふうに思うのですけれども。私自身も子供

に対してそういう中からどういう対処したらいいのかということを、母親はきちっとある程

度のことは子供と話し合うようなふうにきてきましたけれど、やっぱりうちの夫を見ると、

さっき駒井さんが言ったように、何か恐らく起きたときどういうふうに言えるぐらいの力を

持っているのかなというすごい疑問に思うので、やっぱり母親はある程度子供とそういう話
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し合いの機会を持つことがすごく多いから、そういう学習の機会も持つことが多いのですけ

れども。 

 ただ、私たちがいろいろそういう、もう亡くなりましたけれど君和田先生とか、かなり進

んだ性教育のそういう講師なんかも招いてやったときには、結構夫たちも参加して出たので、

やっぱりそういう機会をもっと、もっともっと地域で持つ必要があるかなと思うのですね。 

 あと、村瀬先生なんかも、早稲田の今、講師している先生なんですけれど、かなり進んだ

性教育の研究している先生なんですけれど、そういう先生たちの話を聞いて、私自身もやっ

ぱり目からうろこが落ちるというか、そういう思いをしたことを今思い出しましたけれども、

そういう視点で考えていかないと本当に生涯にわたっての自分の体も健康も守っていけな

いことではないのかなということで、それは本当にだから駒井さん言うように物すごい大事

なことであるなというふうに思うのですね。 

 それから、さっき先生が言ったように、今、小学校のときから、びっくりしたのですけれ

ども、そういう避妊のそういうのが教科書にも出てきているというのは、なるほどそこまで

やっぱり早く進めなければならないことが今起きてきているんだなと。私たちがそういうい

ろいろ勉強会開いてきたときは、まだ小学生の段階までのまだそういう話はなかったですけ

れど、大体中学生ぐらいからきちっとしたものがありました。。 

 それで私自身が、子供が若葉小学校で、小学生活を次男から送りましたけれども、そのと

きは養護の先生がＰＴＡの参観日のときにその学年の男女生徒と同時に父母も参加して、そ

して性教育というか、性教育って小学生ですから大体男子の精通と女子の生理のことを、そ

れもやっぱりすごい取り組みだったなと思うのですけれど、やはり言ったように個々の先生

の力というか教育力が結局いろいろ左右するんだろうなと思うのです。その後、三男が行っ

た学校では全くそういうことが取り組まれていなかったので、だからやっぱり全部の学校で

それだけの取り組める先生たちの力というのが欲しいなというふうに思いました。 

○委員長：ありがとうございました。 

○山 田：ちょっといいですか。 

 私、女性の権利って大事だと思っているし、女性が働くというのも大切だってふだん言っ

ています。ただ、問題はうちの学校でも一クラス三十数人で、一番多い家庭で９人母子家庭

なのですよ。離婚の件数率というのですか、北海道は多いですし、それはそれでそういう権

利があるということはすばらしいことなんです。今、家庭訪問週間やっていますけれども、

５時以降にしてくださいという家庭がたくさんあります。中には７時以降にしてください。

これはかつて私が教員やっていたときには、余り見られなかったことなんです。今、という

ことはお母さんは休むとリストラされてしまうのですよね。だから休めない。だから７時に

してください、何時にしてくださいという。わかるから私ども相談されたときに何とか対応

してやってくれと言いますけれども、本当はそれは正しいかなということ考えるのですよ。 

 そして、家庭の中での教育というのは本当につらいです。本校でも何回も相談所にも相談

していますし、お母さんが本当に夜帰ってこない家庭なんていうのは石狩市内ではかなりあ
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りますから、そういう中で実際に一クラスに９人も１０人も、それが悪いということではな

いのだけれど、そういう実態がたくさんあるということですよね、一つはね。 

 だから、家庭訪問、毎日毎日電話しているのもいます。何とか都合つかないかな、どうか

な、いや休めないわという形、これが一つ実態としてあるということを知ってほしいですね。 

 それからもう一つは、先ほど家庭科の先生のことを言ったのですけれど、学校が非常に大

きく変化している、変わってきている、また変わろうとしているのですけれども、例えば技

術と家庭科でもって年間３５時間しかないのです。ということは、年間３５時間というのは

両方合わせて１時間です。週１時間。ということは家庭科だけだと、例えば年間３５週あっ

たとしても、毎週１時間ないですから、１７．５しかないですね。その中でやる。これ国の

政策で変わりましたから、時数の問題もありますし、それから保健体育なんかも、保健と体

育は合わせて今２．５ですから。そうすると、どうしても子供たちは実技が好きですよね。

だから保健は雨降り保健になる可能性があるのです。これではいけないのですけれども、ち

ゃんとカリキュラム組んでいますから。だからよく現場では雨降り保健といって雨降った日

に保健をやるから、実際時数がうんと減っているのです。 

 一方では、新聞紙上でも盛んに言われていますけれど、学力低下論がもう学校には波のよ

うにきていますね。放課後学習も今回は教育プランにも載っていますけれども、放課後も補

習しなさい。現実に昨日テレビ見ていても高校あたり土曜日もう、公立高校でも土曜日平然

と授業やっているような、平然と校長や大学の学者さん方が文部省非難しているわけですよ、

今。こんな時代ないですよね。平然とやっていますから、文部省非難を。学校現場にいる我々

というのは何としても基礎基本つけなければならないという、正直言ってそういう方向は、

私の立場だったら言わざるを得ませんね。これは絶対に。 

 先日のＰＴＡ総会でも、はっきり手を挙げて学力は低下しないんですか、評価は落ちるん

ですか、絶対評価が。そういう質問はぼんぼんくるわけですね。これはマスコミもすごいの

かなという気がするのですが、マイナス発想したくないですよね。したくないですけれども。 

 それからもう一つ、最近ちょっと気になることで、子育て支援というのは一方でどんどん

言っていて、実は公務員も今までの産休、育休が満１歳の前日までです。それが３年に延び

たのですよ。４月１日から、この１４年度。ところが、現実は勤めたいという教員が多いの

です。いろいろ私もちょっとそういう本読んでみたときに、例えば企業では１年休まないで、

半年から４時間勤務でいいから、給料半額でいいからという形で勤めるのです、現実は。今

そういう企業どんどんふえているのです。いわゆるワークシェアリングの一つの使い方なん

だけれども、実際に母性というかな。何カ月しか休まないで数カ月で最低１日４時間なり勤

めに出る。ということは無給だということでしょう。そこに問題があるんですよね。教員で

もうちは、本当は５月６日に生まれるので３月５日から休めるのです。４月いっぱい勤めた

んですよね。ぎりぎりまで。とらなくていいのかと、産休というのが事前にあるわけですか

ら。３年間休めるんだよと言ったら、いや冗談じゃない、３年も休んだらだんなの給料では

生活できないものということですよね。片方でそういう子育て支援という形で出ていきなが
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ら、片方では６カ月しか休まないという、そういうことに対してどう動けばいいのかなとい

う。きっと学校よりも民間企業は僕はもっと厳しいと思う。極端に言うと１年休むと、言わ

れるんではないかなと、そんな心配ないのかなと。 

 今、大企業がこういうことやっているわけでしょう。６カ月でいいよ、４時間勤務、半額

だよという。それを今女性がどんどんそれでやってきているというかな、むしろだからマイ

ナス発想でしょう。それがいやだから。 

○委員長：山田さんのご意見ですが、非常に現実の混乱した状況を実感の面からおっしゃっ

ていただいたと思うのです。 

 つまり、こんな不景気な時代、こんなに大変な時代、それどころではないよということに

なりかねないような、風前のともしびのような男女共同参画プランのような感じがちょっと

いたしますが、けれどもそういうときにこそ、先ほどから出ております物質面だけでないと

いいますか、ノウハウだけでない精神面の教育というものが本当に大切に扱われないと、本

当に気持ちいいから、捨てられたくないからというような、そういう男と女の関係になって

しまうというのは、社会にとって将来的に大きな問題を残すことになると思うのです。 

 ですから、例えば時間があれば、時間が余りないのでですが、母子家庭が一クラスに９人

もいると、そのときにどこか行ってしまった男親はどうしているのだろうと、その男たちの

意識というものが一体どこにあるのだろう、その問題も一緒に含めませんと、働かずにはい

られない、疲れて帰って来て子育ても自分の肩にかかっていたら、子供の顔を見るのもうん

ざりするというようになっていく母たちのその抵抗というものに対して、支援の実態はどう

あるべきかということですね。 

 働かずに家にいる専業主婦といわれる部分にだけ支援が届きやすい状況というのが、どう

もあるという側面はどうなのでしょうかというのが一つ、ちょっと今感じたりいたしました。 

 それから、例えば５時以降家庭訪問、５時以降、６時以降、７時以降という、そういうも

のについてですが、例えば学校ではそれをどのように受け止めて、しょうがないなというふ

うな、母親がこうだからいけないんだみたいなやはりそういう感じというのはないわけです

か。 

○山 田：できるだけやっぱりご希望のニーズにこたえてほしいということを私は言います

ね。 

○委員長：というのがある。実態としてあるという、現場からの非常に。 

 でも、山田さんの実感は家庭からも地域からも、それから民生委員の立場からもさまざま

なところから容易でない実感は寄せられたと思うのですね、今回。 

 はい、お願いします。 

○能 村：今の話聞いていてすごく思ったのですけれど、うち今子供が南線小学校で、産休

をとる先生がすごく多いのです。それがやっぱり今年の場合は６年の担任の先生が、５年、

６年持ち上がりなんですけれども、５月の１０日から産休に入るということで、実は母親か

らのクレームが物すごいのですよ。 
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 こういう会に出ていて、働くことを支援したいなと思う反面、私はそのクラスでないので

すけれども、周りの人からのその言葉を聞いたときに、それこそ女性の推進をある意味女性

がストップするという話が最初のころにあったことをまたちょっと思い出して、よしあしで

はないんですけれど、やっぱりそういう実態があって、ひどいクラスという言い方もあれな

んですけれど、途中で精神的に先生続けられなくなってやめてしまった先生とか、去年たし

か２回先生かわったクラスとかあって、うちはクラスが多いから目立つのだと思うのですけ

れど、非常に１年間の間で先生がかわるというのが多々多くて、それがお母さんたちの不満

にもすごくなっています。 

 それから、さっきの阿部さんとか小林さんの話で、私は自分が母親として逃げているなと

いうことの方がちょっとわかったのですけれども、子供と週末温泉に行くときに自分が入れ

ないときがあるじゃないですか。それに対してきちっと物が言えていないんですね。ママお

なか痛いから今日入らないと言っていたのを反省しまして、今度からはちゃんと言おうかな

と思いました。 

 それから、ちょうど私が結婚１０年なんですけれど、十四、五年の友達でもう離婚の話が

すごいんですね。さっき、先生がクラスにそうやって結構な人数いるということが私なんか

も非常にやっぱり実感としてわかるのですけれど、いろいろな理由があるのですけれど、や

っぱり何か夫に捨てられたという言い方をする人も結構いて、さっき話の中にあった性教育

の中に心、思いやる気持ちをやっぱり育てないと、結局うまく家庭をやっていくなんていう

レベルよりもっと下の部分でぽんぽんと離婚をしていってしまうという実態があって、そう

すると家庭で教育するなんていう話では全然なくて、もっと前の段階、そういうのを最近す

ごく周りで話が多くて、それも何か実感、身にしみます。 

 あと、小学校の授業で５年から出るということで、うちの上は今４年なんです。私、そう

いう話をまともに子供としたことがないから、その学校の授業もどんなふうに出てくるのか

なというのをちょっと今日のこれに出たおかげで、ちゃんと見ていこうかなという気持ちに

なりました。 

○委員長：手を挙げています伊藤さん、どうぞ。 

○伊 藤：何かいろいろ言いたいことがあって、まとめがつかなくなりそうなんですけれど。

家庭教育という話から今の議論になっていると思うのです。その家庭教育も今事実上、家庭

の中の教育を担っているのは母親であるというところ、その母親の性教育まですべてオンに

なっていくというのが、まず根本的に間違いだと思うのです。それはやっぱり父親が参加し

なければ、どの場合もそうですけれども、父と母が両方そこにかかわっていくということは

とても大事で、性教育においてはもっと大切な部分だと思うのですね。母親だけでは足りな

いんだと思うのです。しかも、若い時代から、幼児期からやっぱり男と女というのは逆説的

なんですけれども、一定の文化的な違いというものをもう蓄積してきてしまっていて、意識

のずれがあって、互いに相互理解しているなんて幻想にしか過ぎないというふうに私は思っ

ているのです。 
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 ですから、だから男の子は自分が気持ちがいいのでセックスをする、だから女の子だって

そうに違いないと思っている。女の子は女の子で、あなたは私に優しくしてくれたいのねと

思っている。でもそれは違うんですよね。実際自分たちは違う意識を持っているということ

をまずきちんと話し合う場が必要ですし、性教育を家庭で行う場面においては、やっぱり子

供に自分が接する前に、夫と話し合うべきだろうというふうに思うのです。もし、お二人ち

ゃんとそろっている家庭であればですよ。夫もやっぱり性教育の中に巻き込んで、互いの意

思の疎通を図った上で、子供の教育だろうと思います。やっぱり、学校と家庭とそれから社

会の連携が大切だと思いますが、本当にくだらない番組とか、あるいはインターネット情報

だとかで、そういった悪玉を排除することはもうできないのです。今後もできないのです。 

 だから、幾ら家庭でいい教育をしても、学校でいい教育をしても、子供たちはそういう悪

い情報をどんどんどんどんさらされた中で、自分なりに自分を確立していくのだろうと思い

ますから、母親、父親、ご夫婦自身がしっかりとした意識を持って性教育に望む。そして学

校もそれに連携していくというようなことでないとまずいだろうというふうに思うのです

ね。 

 それからもう一点は、先ほど駒井さんが専業主婦への支援というのが、わりかし母子家庭

よりも届いているというようなことをおっしゃって。 

○委員長：やりやすい状況がかな。 

○伊 藤：やりやすい状況になっているというようにおっしゃっていたのですが、妹が公務

員の夫を持っていまして、あっちこっちに行くんですね。東京だとか大阪だとかいろいろな

ところで、公務員宿舎というのに住んでいるのですが、行く先々に必ず自殺者の主婦、それ

からアルコール中毒患者、国家公務員で経済的にも豊か、ある程度は豊か、安定している。

それから自分は専業主婦という家庭が物すごく圧倒的に多いですね。その中で、心を病んで

いる主婦というのが物すごい多いのです。必ず自殺者が同じ階に出たとか、必ずアルコール

中毒患者が二つ置いて隣にいるのよとか、うつ病が真向いの奥さんなのよとかという話を行

く先々にあるので、多分出てきている数というのは氷山の一角だと私は思っているわけです。 

 そうした中で、これまでの事業のあり方を見ていると、身体的なものに対する事業支援は

物すごく多くなっているけれど、精神的なサポートを与える事業というのはほとんど簡素と

いっていいと思のです。ですからここの母子家庭も含めて、今女性が抱えている問題点、支

援的な問題点をもっと切り込む必要があるだろうというふうに感じます。 

○委員長：ありがとうございました。 

 男女共同参画って言葉そのものが何か変だということについて、何も話し合わないでこの

会は進んでいますよねという、そういうご意見がどなたかおっしゃったと思うのですね。確

かにそれは去年、そもそもこの男女共同参画という日本語が生まれたときには、女性に対す

る差別の撤廃条約というそういう外国からというか、国連からきましたそういう考え方を、

日本が男女共同参画という日本語に訳したわけですね。そこに無理があるというのがそもそ

もあったわけです。 
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 以前は、日本は婦人問題、婦人に限った問題を解決する部署だったわけですか、１９９４

年からは女性政策にというところに大きな国の転換があったわけですよね。政策という問題

になりましたから、国全体のこれはすべてにかかわる問題なんだという認識を国は持ったわ

けです。けれどもそれ以来まだ七、八年ですよね。国そのものが。各地方自治体は上からそ

ういう情報が来ますから、どうしてもプランなりつくったりして推進しなければなりません

が、実態といいますか、認識はそれに追いついていないというのが現実あると思います。私

たちの町もまだ２年ですから、非常に試行錯誤を繰り返しながら、このプランをどんなふう

に推進していくのが本当にすべての部分にとって大事なんだということを皆さんに認識し

てもらうまで、たくさんの努力が必要な状況に今あると思うのです。 

 今、伊藤さんのお話の中にここの基本につながるご発言があったかと思うのですが、男と

女の関係性をどうするかというのがベースにあるわけですよね。このプランの中には。です

から女性問題ではないわけですね。女性を通して社会のありようを再構築していこうという

のが、このプランの眼目なわけなのです。そのときに、職場でも、地域でも、それから家庭

でも、家庭なら妻と夫がいれば、いなくなった夫の場合でも連絡をとって、あんた本当はこ

の場合には責任があるのよと、いくら私に押しつけていなくなっても生涯あなたにも責任が

あるのよというふうに引っ張り込むというようなことが可能なのか、要するに男と女の関係

というのをきちっと見直さなければならなくて、それは形に見えるところの支援だけではだ

めだと、つまり今日の出た資料は健康診断だとか、アスレチックコースだとか、水中ウォー

キングだとか、妊娠訪問指導だとか、そういう目に見えるところの課題についての報告はい

ただいていますが、意識の問題、心の問題などについては、社会というのは非常に大きな問

題を解決できないということが一つ見えたような気がするのです。 

 ですから、このプランをこの町で実施していく、推進していくというのは非常に大変なこ

となのですけれども、その途中にあるわけですから、権利が保障されようとする途中には、

それがコンペイ糖のようにバランスの悪い格好であっちこっちに出るということは当然あ

ると思うのです。ですから、権利があるのだから産休はしっかりとるわと、何人子供生んで

いいのだから私は次も生むわというのは、当然許されることですよね。認められることです

よね。けれどもそのときに、どうしてくれる子供の不安定はという親の批判があるわけです

ね。それもこれもトータルに総合的に考えていかないと、やっぱり飛び出したところだけに

批判が集まるということが、途中では非常に出てくると思うのです。そこのところをこの先、

次の年度の委員会でどのような形で押していくかというのが、私たち２年間の委員会が次年

度にバトンタッチする大きな部分かと思います。 

 それで、悪い情報というか、決して好ましくないものすごい情報の量を子供たちはもう受

けてしまっている。それを個人の力で、親といえども先生といえども、それを子供たちから

一掃することなんかもうできない社会であるというこの認識。その中で、心を病んでいる女

も男も子供も大人もたくさんいるというその認識。その現実をきちっと認めるところから、

対策を考えていかなければならないだろうと思うのです。 
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 そこで、せっかく出していただいた資料ですが、これらの資料は目を通していただければ、

こういうことしているんだなということがわかると思うのです。それから、２０００年度と

２００１年度の数字の違いは、それほど意識的な結果ではないというふうに思うのです。働

きかけたから多くなったとか、そうでないから減ったとかいう話ではどうもなさそうですの

で、これはこの先の健康管理、医療費の削減、それから高齢社会に向けての対応という意味

ではこれからも続けられるでしょうが、もっと根本のと言っていいような、この男女共同参

画プラン推進のための取り組みの事業として、来年度に何かこういうことをやったらどうだ

ろうというご意見をちょっといただきたいのです。 

 今までもいくつか出ていますね。教育の現場での性教育をもっとちゃんとしてほしいと、

それにはその前に教師、教える側の学ぶ機会をふやしてほしい。 

 それから、もちろん学校だけではだめ、家庭、地域の父や母、男や女たちが学べる機会も

もっとふやしてほしい。西さんからありましたように、去年は取り組んだセミナーを１回き

りで終わらせないで、地域に出る形も含めて要望があったらそれにこたえるという、講師派

遣の部分も含めて、もっと忍耐強いといいますか、何年か続けていかなければ結果は見えな

いのではないかと思いました。 

 このプランは、５年目、あと３年後に見直しをしなければならないのです。３年なんてあ

っと言う間にたつと思うのです。ですから、事業をやっていくときには意識してやっていか

なければ、その５年間の実績の結果、どこを見直すかというポイントも見えてこないのでは

ないかと思いました。 

 そういうことで、皆さんから非常に貴重なご意見が、事は性教育というようなことから発

しましたけれども、これは男と女の向き合い方、男女共同参画プランの基本に触れる大事な

問題かと思いますので、この次にこの第５の生涯にわたる女性の健康の保持、増進に関して、

どんな事業をしたらいいかということについて、もうちょっとご意見をいただけたらと思う

のですけれども。いかがでしょうか。 

○伊 藤：先ほど、どなたかがおっしゃっていた若い世代の中絶の問題なんかで、多分相談

する場所が余りよくわかっていないということがあるのではないかと思うのです。不幸なこ

とにそういうような状況に陥ってしまった子供たちに対して、子供相談センターってこちら

にありますけれども、あそこでカバーできるのかどうかわかりませんが、もしあそこでカバ

ーできるものであれば、もっとわかりやすく、アクセスしやすい方法を確立できたらと。 

 それもやっぱり学校通じるなり、町内会を通じるなり、周知を徹底していくということで

すね。何か問題を抱えたときに簡単にそのハードルをポンと飛び越えて相談できるというよ

うな体制を整えていくということが大事だと思いますし、それから学生日々見ていて、ぽろ

ぽろと出てくるのは幼児期に性的な虐待を受けた学生というのが比較的多いのです。そうい

う子たちがやっと、例えばジェンダーな話を聞いた中でぽろぽろとやっと、親にも今まで決

して言わないようなことを言ったことで、何となくほっとしていくというようなことがあっ

て、こういうことが未然に防げるような何か事業があればいいなというふうに、こちらにつ
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いては漠然と思っていますけれども。 

○委員長：具体的に相談センターというものが、絶対数少ないのではないかというのが一つ

と、もしあるとすればそれをよく選定をして活用しやすいような状況づくりといいますか、

それが必要だと。 

○伊 藤：携帯電話か何かをうまく利用して、子供たちがアクセスしやすいように何かでき

るような気がするのですけれどね。 

○委員長：あと、幼児期の性虐待というその悲惨なというか、体験の上で、そこから解放さ

れるというのは生涯にわたって難しい大きな問題のようなんですね、これは。体験者のお話

を聞きますと、４０になっても５０になってもしまっておいたはずのところから、何かのき

っかけがあればすぐに飛び出してきて自分を責めてくるという、それほど大きな大変な問題

だということなので、これをどんなふうにと今。どうしたらいいものでしょうね。 

○伊 藤：余り、かた苦しくとらえないで、何かこう楽な気持ちでぽんとこう話せるような

環境づくりができないかなと思うんですね。ですから、行政でやるとかたくなってしまうか

ら、民間とのうまい連携をとりながらできませんかね。こういうのはちょっと私も考えて、

お知恵を拝借したいと思いますけれども。 

○委員長：いかがでしょうかね。 

 １０分ぐらいは時間があると思うので、これについて、または別のこういうことについて

も、早急に次年度から具体的に取り組んだ方がいいというような問題についても出していた

だけたら。 

○村 上：私は途中から入りました。いや、それ理由にならないかもしれないのですけれど

も、男女共同参画の事業が外からどう見えるかということを思ったときに、去年、おととし

あたりいろいろな事業が、男女共同セミナーというようなことでいろいろ出ていたと思いま

すし、それからプランのような立派な厚い、事細かに書いた冊子ができたとかというのもわ

かるのですね。だけれど、ごくごく一般の人たちにはそれがどう映っているかなということ

を思ったときに、何やら言っているな、やっているなとかなんだけれど、全然自分とはちょ

っと関係ないかなというふうに思っている部分があって、それをどうやるかというのは一番

大変な部分だとは思うのですよね。 

 それで、それが一挙に解決できるという意味ではないのですが、私はもうちょっと簡便な

るパンフレットみたいなもの、そこに情報を、相談機関など、立派なところに、一番後ろに

だらっと載せるのではなくて、これとこれについてはというものをぴしっとこう書いて、そ

してどういう支援が、支援というかどういうことは大切ですよと伝わるようなメッセージを

書く。それが行政がやるとかたくなるので、別な形でとは思ったりするのです。 

 それで、先ほど性教育云々というか、それが男女共同参画にどう入っているかということ

最初に私聞いた部分については、その部分があって、例えば男女の基本的なあり方がという

ような大事な部分ということがどう伝わっていくか。その具体的なものの一つとしては、リ

プロダクティブ・ヘルス。そういう言葉で言うと非常に何かわからないのだけれども、いわ

 21



ゆる小さい最初の青春、青春というか思春期のときに男女を意識したときにどうなのかとい

うような表現ですよね、そんなときにお互い男性、女性をどう考えたらいいかみたいな、そ

んなふうに伝わっていくととってもいいなということと、いわゆるそういう相談受けている

人から私ちょっと聞いた話なんですけれども、女子教育が必要なのよと非常にそのこと言う

のですね。男女共同参画の話なのに何で女子教育だとふと思ったのだけれど、いわゆるそう

いう性的な問題のときに女子がきちっとした意識を、女が女性として持っていたら悲惨なこ

とというのはかなり防げるという、その人の持論なんですけれども、そういったことがあり

ました。 

 だから、やっぱり一人一人の人間が個人としてきちんと尊重される社会というような、ま

ことに平たく言ってしまえばそういうことなのかもしれないけれども、特に女性という性に

ついてきちっと認識できるようなものが軽やかに伝わっていくような、そういうものが私は

欲しいなという感じします。 

 やっぱり、先ほどのメディアリテラシーですか、そういう情報の部分間で悪い情報がいっ

ぱい出ているときに、少しはいい情報を出していくということも必要だなということで、私

は特にそんなふうに思いました。 

○委員長：こういう情報時代に、受けるばかりの情報を整理しきれないうちにおぼれてしま

うというような状況から私たちが少しでも自立して抜け出すためには、いい情報を発信する

場所が必要で、それが一つ行政の役割ではないかと、これらの中でもっと簡便で手に取りや

すい、何となく取りたくなるような、そういう薄くていいから、そういうパンフレットとい

うのは必要ではないかというようなご意見とかが一応今出ましたが、本当はいろいろともっ

とたくさんお聞きしたい、これからもいよいよご意見が出そうな感じがするのですが、１２

時までの間にもう一つだけ簡単にでも環境問題についてのところ、触れておかなければなり

ませんし、１４年度についてのことで皆さんにお伺いしたいことも残っておりますので、ち

ょっとここらあたりで区切りをつけさせていただきたいと思います。 

 ただ、今出ています問題は非常に大事なことですので、これ何とか、行政がやるとかたく

なるからというような印象がどうも根強くあるようで、そこのところ今情報公開と市民参加

の時代ですから、何かいい意味でのパートナーシップがとれるものでしたら、そういう方向

も大いに進めて、今回出ましたご意見が次年度に生きればいいなというふうに思います。 

 それで、二つ目の問題に進めさせていただきたいのですが、プランでいきますと４９ペー

ジの推進の方向２ですね。やはり生涯における健康の管理を自分がする、そして性と生殖に

関する均衡を保ち、そしてこの決定権を自分が持つというようなことを、本当に個人が実践

していくためには、この時代は地球環境そのものが大いに関係してくると。ちょっと出てい

ましたが、２０歳未満の人工妊娠中絶の数字が本当に数字化して出ているだけで３万件以上

あるという時代ですよね。そういうふうな状況の中で、基本的に男と女がどう向き合うかと

いうことの教育が必要だということと、それからその中で何十万という人が子宮内膜症とい

いますか、そういう問題で体の外も内側も汚染されているというような現実がある中で、ど
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のようにこの環境問題に市として取り組めばいいかという、その一つ大きな問題が残りまし

た。この問題で、資料としては事務局の方から何かご説明がありますか。 

○事務局：環境について、では今日お配りしました資料、余り時間もございませんので、 

主な点についてご説明させていただきますけれども、環境保全に関する啓発活動の推進とい

うことで、講座等も開催されますし、それから庁舎内で環境に関する、関係する部署が取り

組んでおります事業をここに掲載しておりますが。今日お配りした資料の２、環境保全への

取り組みの１ページです。環境課、海浜植物保護センター、ごみ対策課、リサイクルプラザ、

各所管でもってこのような講座などを進めております。この中で、ちょっと皆様の関心の高

いであろう部分についてご説明しますけれども、ごみへらし隊というのが昨年の９月でした

か動き始めまして、今現在も動いてこれからも進むわけなんですけれども、１３年につきま

しては三つの部隊に分かれて、カレンダー部隊、エコショップ部隊、生ごみ部隊と分かれま

して、それぞれ作戦会議、１１回、７回、７回と開催してございます。そのほかに、ごみへ

らし隊の生ごみ部隊が中心となって企画されました、ごみへらしの集いというのがされてお

ります。カレンダー部隊といいますのは後ほども出てきますけれども、ごみの分別のカレン

ダー、年間のスケジュールを作成していただいておりますし、エコショップ部隊につきまし

ては環境に優しいというのは、これは事業所、店舗ですとか事業所についてはそれを認定し

てシールをお配りしようと。またレジ袋はいりませんシールというのも企画、製作もしてい

ただいているようです。 

 それから、生ごみ部隊につきましては、広報の４月号でも募集してございますけれども、

生ごみのモニターを募集しておりますが、そちらの応募、選考ですとか、先ほども言いまし

たごみへらしの集いの企画、運営を中心に携わっていらっしゃいます。そのごみ出し隊の趣

旨といいましょうか、目的といいましょうか、２ページ目の中ほどに載せてございます。 

 続いて、緑化の推進事業ということで、生活環境部の方にみどりの課というのがございま

す。そちらでもって１年間こういった事業が行われております。 

 さらに、ごみリサイクルに関連して集団資源回収、町内会ですとか、ＰＴＡなどが月に１

回とか、まとまって資源回収を行っておりますけれども、平成１２年度までにこれだけのも

のが回収されております。１トンにつき５円の奨励金それぞれの団体に支給されております。 

 それと、そのほかに啓発パンフレットの作成ということで、環境基本計画、水と緑の基本

計画。これ、都市マスタープランとあわせまして市民協議会で検討を重ねて５，０００部発

行してございます。 

 それから、ごみの分別カレンダー、エコショップシール、レジ袋はいりませんシールにつ

きましては、先ほど説明したとおりでございます。さらに環境教育の充実ということで、こ

どもエコクラブ、全国にそれぞれ３，５００のエコクラブがあって、市内でも二つあるそう

ですけれども、それぞれの活動への支援とか、そのほかに次のページになりますけれども、

各学校での取り組みも紹介してございます。 

 さらに最後になりますけれども、消費者教育の活動の促進ということで、石狩消費者協会
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の活動とその消費者協会が中心となって開催しております消費者まつりの内容について、こ

ちらにお示ししてございます。 

 全体の環境にというか推進の方向２、環境保全の取り組みについての報告、説明ですけれ

ども、実際にここのプランで言っております取り組みにつきましては、主に環境ホルモンを

言っております。環境ホルモンから絡めて健康ですとか、リプロダクティブ・ヘルス／ライ

ツを言っているわけなんですけれども、実際に環境ホルモンに関連して調査、あと北海道が

中心になって全道的なダイオキシンの調査ですとかを行っておりますけれども、それに関連

して市でその辺の取り組み、啓発をするとかそういったところまではいっていないというと

ころが実情かと思います。 

 以上で、環境保全への取り組みについての説明を終わらさせていただきます。 

○委員長：ありがとうございました。 

 今日配られた資料ですので、ちょっと目を通すのも大変かと思いますが、これについては

何かお聞きになりたいことありませんか。 

○伊 藤：環境ホルモンというのが、石狩市の環境問題として大きく指摘されていて、それ

をもとにした事業というふうなご説明でしたけれども、そのほかに石狩市として環境問題で

ここら辺が大きく課題なんだというようなところから行っている事業というのはあるので

すか。 

○事務局：申しわけございません。環境ホルモンという部分でこのプランは環境ホルモンか

ら上がってきているのですけれども、実際石狩市の取り組みの中で、その環境ホルモンに関

連した事業というのは現在取り組まれていないいうところが実情です。 

○伊 藤：そのほかに何か石狩市として、このあたりが問題なんだというところからなされ

てきた事業というのはあるのですか。話題になっているとか。 

○事務局：そういう部分ではございません。 

○委員長：これらの事業は、プランが発生してから特に行われた事業というよりは、継続事

業と思っていいのでしょうか。                   

○事務局：そうですね。先ほど述べましたようにこのへらし隊、例えば２ページ目の真ん中

ほどの説明の中にありますけれども、「ごみ減量都市への挑戦元年」と昨年は銘打って、本

当にごみの減量、リサイクルの推進という部分で取り組みが最重点項目として挙げられて、

ごみへらし隊も編成して取り組んでいるのですけれども、ほかの事業につきましては従来か

ら、リサイクルプラザは１２年度オープンですので比較的新しいのですけれども、ほかの事

業につきましては従来からの継続ということになります。 

○委員長：ごみへらし隊だけが去年発信の新しい取り組みということですね。 

○事務局：はい。細かい部分でいえば、それぞれの内容でいえば、新しい部分も取り組まれ

ているようですけれども。 

○委員長：テーマとしては、環境ホルモンの問題が全国を席巻したときに、これはやっぱり

取り組まなければいけないというふうな、そういう認識があったというお話でしたが、けれ
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ども具体的に環境ホルモンをどうかするための対応策が、例えばごみ焼却炉の問題とか、風

力発電の問題とか、そういう大きな問題といっていいような状況に取り組んでいるわけでは

ないわけですね。いかがでしょうか。 

○ 西 ：報告でもよろしいですか。３月だったでしょうか、そのごみフォーラムに私は参

加しました。りんくるであったんですけれども、パネラーの方が４人でしょうか。そこには

連合町内会の会長さん、７０代の男性の方とか、それから５０代ぐらいの男性の方も発言し

ていらっしゃいました。基本的には今、市が電気のごみ処理機を１０台ぐらいモニターでや

っていますし、私もそれをやっている一人です。それで、いろいろな機種からも発表があり

ましたし、展示もありました。参加した年代は、やや中高年者が多く、その催しに関してい

うと、男性が非常に多かったのが特徴です。お年を召した男性も非常に興味を持っていらっ

しゃって、ここは男女共同参画でいけるかなということもちょっと感覚としてありましたけ

れど、生活人として男も女も関係なくやっぱり汚しますし、ごみを出さないというのは大人

も子供もないですから、この辺はやっぱり実際に生きていく上での、男女共同参画なんてい

うのでなくて関係ないでしょうという一人間としての、生活人としての取り組みとしては非

常に切り口が明確でいいかなと私は思いました。 

○委員長：もう、放っておいてはいけないような状況に今差し迫っているという現実があり

ますね。 

○ 西 ：ご夫婦でも見えていましたし、これは違った形で取り組んでいくことが、環境問

題と男女共同がともにするということで、何かうまく融合できるかなという感覚は持ちまし

た。 

○委員長：そのごみフォーラムもごみへらし隊の事業の一つなんですよね。 

○ 西 ：そうですね。 

○阿 部：私も夫婦で初めて男女共同参画しました。そのごみの問題はもう大変重要だなと

思ったものですから、それで何かテストケ－スというかそんなので、生ごみの問題が今一番

重要視というかされているみたいなので、何とかモデルと言ったら、そういうもので生ごみ

から生まれたその有機肥料を農業の方が使って生産できるようなテストみたいなプランが

あればいいかなというようなことを、うちの夫とちょっと話をしたのです。 

○委員長：ありがとうございます。 

 ごみフォーラムというものに今大変関心が高いといっていい催し物だったと思います。 

 今、阿部さんもおっしゃった何とか生ごみを堆肥化し、それが石狩は農漁村の町なんです

から、農業との連携がとれないかというお話がありまして、これは非常に重要なご指摘だと

思うのですね。 

 企業の名前を言ってはまずいですが、村上さん御存じの佐藤水産はちょっとこれ手をかけ

ているのですよね。生ごみを堆肥にして、それを農業者と連携をして、つくってから捨てる

までの責任を企業が持とうとしていると。佐藤水産はつい先日のニュースでは自分のところ

用の風力発電を持って、発電もＮＴＴに頼らないというような方向を打ち出していると思い
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ますね。 

○村 上：会社のポリシーですね。あそこの。それで、風力でなくて、風力やめて。 

○委員長：そうでした。そうでした。パネル。 

○村 上：そうです。それで、石狩の農家の方がそれを受けて生産したものをあそこに野菜

で売ると。だから、資源リサイクルですか。その食品リサイクル、法の発足する前から会社

のポリシーでやっているようですし。ただ、その辺については有機農業とはちょっとまた、

現実のこと言ってしまうと、あれは有機にはならないというか、何か難しいとかって。だか

ら、ごみの物を堆肥化して、それを有機農業とやるにはもっと堅実なやり方をしていかない

とだめなんですよね。 

 だから、ごみを減らしたいということで、それを家庭の中でやるということについては、

私はやってもいいのだけれど、科学的なことをいうとちょっとまた。ただ、減らしたいとい

うことでいろいろやるの、私もとってもいいなというふうに思っておりますし、石狩の中に

もそういうの関心を持って農家がやりたい、だからやりたいといってもそれをどう、こう現

実にやるかというところは、やっぱり行政とか全体的な取り組みが必要になってきて、なか

なか個人でやっていくというのは難しい。でもそれを今のところは個人的に実現していると

いう動きが石狩の中にもあります。 

 私ちょっとつけ足し、情報でいうとこれはこれでいいのですけれど、いわゆる環境審議会

とかなんとかという部分でやっているのかもしれないのですけれど、いわゆる河川の調査と

か、それから汚染の関係ありますよね。大気の関係とか。ああいった基本的な部分って、調

べれば、今情報公開の時代ですから、調べればどこかで出てくるのですけれど、以外と市民

ってわかっていないのですよね。 

 それで、茨戸川で砒素が随分多く、でも何でもない程度だったという後で出ましたけれど、

最初に新聞で出たりしたら、おっと、地元にいながらこんなのわからないんだなと思ったの

で、そういう基本的な資料というのは私は知りやすい、調べればいいのですね、自分でね。 

○伊 藤：私の言いたいのもそこで、大都市固有の環境問題というものがあれば、それにや

っぱり連続させて事業ができるので、そこら辺の資料を。 

○村 上：私も基本的にそこを押さえた上で、こういうことやってもらいたいなというのが

あります。 

○委員長：今、いいご意見が出たので、これもまた次年度からの大事な点として押さえてい

ただきたいと思うのですが、石狩川は河川汚染の保護条例を発信した最初の町です。 

 昭和３０年代にしょうゆのような川の水になってしまって、水深などというものがまるで

なかったほど汚れたことがあって、そのときに漁業者の貧困は底をついて、それで漁業協同

組合なんかが立ち上がって、石狩川の汚染を何とかしろという市民運動を起こしているのが、

全道で初めての運動なんですね。 

 ですから、石狩川と言ったらば、川なしには考えられないところなわけですから、河川の

汚染、大気の汚染、それから農業者を抱えている町ですから、その農業関係の環境問題、そ
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ういうような、いわば根本に触れるような状況をちょっと追いやって、これはきつい言い方

かもしれませんが、手をつけやすいところからやっているという状況が今だと思うのです。 

 けれども、個人の手のつけやすい状況からやっても、結局は河川の汚染や大気の汚染をち

ょっとだけ減らす方向へ持っていくことになるわけですから、この事業の推進は推進として、

リサイクルもごみの堆肥化もやればいいのではないかと思います。けれども絶えず私たちが

抱えている石狩市の問題というものをちゃんと射程距離に入れて、長いスタンスでこの環境

問題に取り組んでいただきたい。ご自分がこの部長である間とか、課長である間だけの取り

組みではないような形で、先を見たそういう取り組みを次世代の子供たちのためにこの環境

問題というのを取り組んでいただきたい。それは本当に健康に生きるというだけではなくて、

健康に子供が生まれ育つという状況そのものにかかわるわけですから、環境問題は非常に大

きいかと思いました。 

 いいご意見が出ましたので、ぜひ石狩固有の問題というものに注目をして取り組みをでき

ますように、女性係はちょっとこのジェンダーチェックといいますか、女性プランチェック

でほかの環境問題の推進にも気づいたことを意見として述べるとか、指導、指導とまではい

かないかもしれませんが、していただくとか、そういう形で次のプランの推進につなげてい

ただきたいと思います。 

○事務局：委員長、ちょっとよろしいでしょうか。 

 今、環境の関係で、担当の方からごく一部の報告しかされておりませんけれども、ちなみ

に１４年度の環境施策の本当に象徴的な部分でちょっとご紹介をさせていただきたいと思

いますけれども、まず環境基本計画というのを平成１２年度にできまして、環境基本構想、

それに基づいた基本計画というのが１３年度にできております。したがってそれを行動する

形といいますか、その部分でさまざまな施策展開を行っておりますが、まず第１点目は、こ

れは環境基本計画とは関係は直接ありませんが、市役所がみずから行動を起こして地球環境

を保全していくために国際規格でありますＩＳＯ１４０００シリーズがあります。１４００

１ですが、これを本年度６月の取得に向けて、今、市役所が一丸となって取得の審査を受け

ております。 

 ですから、既に何回か来られて、ご案内のように市役所の事務所にはごみ箱は一つも今あ

りませんし、それから資源の有効活用、それから電気の細かいことで言えばスイッチのオン、

オフ一つ、いろいろなその行動について細かくマニュアルをつくって対応をしております。

この１４００１シリーズというのは道内でも２１２市町村で、まだ１０ぐらいの自治体が取

得している状況にありまして、まだ先進的な取り組みだと思っておりますけれども、これを

６月本審査を受けて認証取得の予定でございます。 

 それから、今月の半ばから市役所の職員が毎週水曜日、これは燃えないごみの日に資源ご

みを６割ぐらい市民の方々に投げられるので、その資源ごみというのは土曜日になりますけ

れども、その分別の指導を朝６時半から２時間ぐらい、五、六十人ぐらいずつ交代で今ずっ

と５月まで指導をかけております。 
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 このことによりまして、数千万の何といいますかね、むだなお金が違う事業に回せるとい

ようなこともお願いして、今ＰＲしていって具体的な部分もありますし、それから本年度か

ら地域でイベントを行う場合に、そのイベントをやったときにいかにそのごみを、特に藤学

園大学なんかはその部分、非常に先進的な取り組みをされておりますけれども、イベントを

やったときにいかにごみを出さないかという部分を、それに対して積極的に取り組みをやっ

た団体に対して支援をしようというような取り組みに、地域イベントごみ減量対象事業とい

うものを今年からとり始めております。 

 それから、ちょっと先ほどお話ありましたように生ごみ処理機のモニター調査。これ昨年

は電動生ごみをやりましたけれども、今年は環境に優しい酵素を利用した分解型といいます

か、分解消滅型生ごみ処理機というのがあります。バクテリアで自然に分解させるというよ

うなものですけれども、それを１００人の方にモニターをお願いして、もう既にモニターの

希望の方が多くて、もう締め切り終わりましたけれども、その方たちにもいろいろモニター

をしてさらに広めていこうという取り組みをやっていきます。 

 それから、１０月から今度ごみの排出用のごみ袋の透明化、半透明化をやっていきますの

で、まだ一部黒いビニール袋でもいいというふうなものがありましたから、それについても

１０月から徹底していこうというような形にもなっております。それから継続的に廃棄物の

不法監視パトロールも進めてまいりたいと思っております。 

 それから、時間押してすみません。公園の樹木とか、それからいろいろな草刈りの草を１

カ所に市は集めて、そして堆肥化しようという試みも今年から始めます。みどりのリサイク

ル事業というのを始めるというか。いろいろ、本当に一部ですけれども、こういう具体的な

取り組みを集中的にやっていこうということで進めていきたいと思っております。 

○委員長：今の補足説明でこの数年来、市役所の環境問題、ごみ問題に対する対応というの

は非常に熱心で、変化、成長、進歩というのがあるということがよくわかりました。 

 こういうもっと中身について、認識して、私たちがそれに市民としても協力、支援してい

けるようにしたいと思いますが、今日ちょっとゆっくりと、時間が１２時までですのに私の

配分が悪くて、ちょっとあと一つの問題が残しています。伊藤委員さんが１２時で出なけれ

ばいけないので、その前に一言というふうに思うのですが、次の次年度の委員について、団

体枠、個人枠、応募枠をどうしようかというのがあります。それについて何かご意見があっ

たらおっしゃってと思っていますが、いかがでしょうか。 

○伊 藤：いきなりなので。やっぱり、これまで指摘されたように婦人団体といわれて今女

性団体というふうな名称のあるところから、定期的に委員さんを依頼するという方法につい

ては、余り好ましくないなというふうに思っています。 

 やはり、これからの委員会でこういうことについてターゲットを絞って話し合うというの

であれば、やっぱりその辺にお詳しい団体であればいいのですけれども、単純に女性団体で

あるというような、あるいは行政とこれまで仕事一緒にしてきたからというようなことで、

そこの会長さんにお願いしてだれか選出してくださいというのは、どうかなというふうに思
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っています。 

○委員長：公募の枠は今は２名ですか。４名ですね。 

○事務局：今日お配りいたしました資料の中に、一応男女共同参画推進委員会実施要綱とい

うのと、それから現在皆さんお願いしている方々の名簿をつけてございます。 

 今ちょっとご指摘があった各種団体、関連があるところだけに声をかけるのはいかがなも

のかというお話でありましたが、この選出の段階では各方面に意識の啓発を促すということ

でございましたので、いろいろな、別にその問題だけに絞ったというよりは全般的に広く団

体を選考した形にはなっております。 

 ただ、この団体を見ていただきまして、こういう問題のときは、ほかにこういう形の団体

も入った方がいいとか、そのようなご指摘があれば、伺って選考の際の資料にさせていただ

きたいと思います。 

○委員長：皆様にお願いですが、１２時で終わりなんですが、このことについてだけちょっ

とご意見を伺って終わりにしたいと思いますので、七、八分といいますかそのぐらい延びて

もよろしいでしょうか。申しわけありません。ただ、伊藤さん本当に２年間どうもありがと

うございました。 

○伊 藤：ありがとうございました。申しわけありません。 

○委員長：それで、時間の配分が悪かったので大変申しわけありませんけれども、次の年度

にもこの推進委員会というものを設置するということでよろしいのですね。事務局の、よろ

しいのですね。そういうことですので、今お話がありましたように団体枠、それから公募枠、

それから男女の比率も含めてですが、何か次年度はこのようなやり方の方がいいというよう

なご意見がありましたら、それをお聞きして次へバトンタッチということでこの会を閉めよ

うと思いますので、よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

 今、伊藤さんの方からただ女性団体というだけで、または長い間、市のさまざまな行事に

協力をしてきたというふうな団体というだけで枠を決めるようなことはちょっとどうかな

というようなご意見が出て、それに対しては男女共同参画の情宣のために専門的な団体でな

くてもなるべく多くの団体から参加をしていただきたいという趣旨のもとに、このような人

選になったという説明がありました。この次の段階の委員会としてはいかがなものでしょう

か。 

 今日まだご意見いただいていない方もいらっしゃるので、中井さんいかがでしょうか。一

言ぐらいおっしゃっていっていただければ。 

○中 井：どうなんですかね。 

○委員長：どうでしょうか、２年間委員として、男性の方がちょっと少ない会でしたが。 

○中 井：僕個人としては別にいろいろ勉強させてもらって、自分としては皆さんのおっし

ゃることとちょっと違うので、ああそうなんだなと認識させられたぐらいで、ちょっとこの

件については特別ないのですけれど、ほかの件ことではちょっと言いたいことあったのです

けれど。 
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○委員長：そうですか。ちょっとお待ちくださいね。 

 この件についてはいかがでしょうか。まずは用事を終わらせていただいて、それから最後

に皆さんからざっくばらんなご意見を、言い忘れたことをお聞きして。 

 人選については、市民参加推進条例やらありますので、そういうのにのっとった形でより

いい方向を探していただくというのでよろしいですか。何かありますでしょうか。いかがで

すか。 

○村 上：私の感想ですけれど。途中から入った感想ですけれど、休む人がいるのですよね。

ご都合あるのはしょうがないし、それが例えば各種団体という人選できたから休むのか、個

人的な事情で休むのか、非常に私もわからない。伊藤先生もどういう意味で団体のはよくな

いとおっしゃったのか、それはわからないのですけれど、だから私は団体であっても何して

もいいのだけれど、これを受けたらやっぱり休まないで出ていただくということだし、それ

から団体枠であれば当然意見を団体に戻して、意見を集約、ある程度、全員聞くのでなくて

も意見を聞いた分を反映する、そういう役割を団体から出た方は持っていると思うのですよ

ね。 

 だから、そういうことを認識されて出ていただく分については、私は何にも、何がどうと

か言わないのですけれど、もし休むのは、ただ団体で出れと言われたから出て来るんだみた

いな形、ちゃんと出ていらっしゃる人いらっしゃいますけれど、もしそうだとすればそれは

よくないのかなと、それぐらいです。 

○委員長：前回の委員会でも、団体枠というのはある意味では非常に貴重であると。一人が

参加することで、その背後にいらっしゃる会員の方にそれがバックされれば、多くの方に広

がるわけですから、団体枠がよくないというふうには単純には言えない。もちろん伊藤先生

のご発言も、私がお帰りになる前にいきなり振りましたですから、説明不十分だったと思う

のですけれども、今村上さんのおっしゃった意見と通じる部分もおありだったかと思います。 

 単に団体から出たんだから仕方がないという参加ではなく、もっと意識的な参加というも

のをお願いするときに確認をするというか、お願いをするというか、そういうふうにしなが

ら委員を選んでいただきたいというふうなことで、こちらの要望としてはよろしいでしょう

か。 

○ 西 ：もう一つ、できるかどうかわからないのですけれど、やはり若い人をジェンダー

フリーで入れるのであれば、高校生ぐらいを対象に、年３回ですから、かえってこういうこ

とは。今年度は無理でも、やはりさっきの伊藤先生の講座なんかのときも、やはりある程度

の年代ではなく、そういった方が入っていくような方向も、すぐには無理だと思います。で

も夏休みもありますし、冬休みも春休みもありますから、その設定とか、そういった方向は、

すぐできなくてもやっぱりちょっと頭の中に入れておいていただかないと、石狩は狭いです

からやはり委員を幾つもかけ持ちしたり、偏った選考にどうしてもなりがちで、そういった

批判はありますから市民の方から、すぐは無理かもしれませんけれど、ごみの環境委員も藤

の学生さんに委嘱したりしていますから、大きな流れとしてはそういった視点で、次の２年
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が無理でも私はできるのではないかなと思います。 

○委員長：一つの方法として、例えば今ちょっとご発言が、発言というかつぶやきが聞こえ

てきたのですが、高校生部会とか中学生部会とか、要するにそういう興味のありそうな若い

人たちを呼んで、例えば男女共同参画って今こういうことやっているのよというような、何

かそういう話し合いを例えばこの２年間で何回か持って、その中からというか、委員として

参加していただく方が出てくださるといいなと。 

 なぜこういう用心深いことを言うかといいますと、こういう委員会に出て若い方が発言す

るというのはなかなか大変なようで、プランの作成のときにも大学生の方が二人いらしたの

ですが、ほとんど現実的には勉強していらっしゃらないといいますか、何もそういうこれと

いった意見が聞けなかったという残念な経験がありますので、それはやっぱりなかなか大変

だなと。でも問題としてはそれを提案しておきますね。 

○深 山：私は男女共同参画という言葉が、地域団体の男性側とよく話をする機会があるの

ですけれど、女はよく本当にごちゃごちゃ言うなと、理解をしていない方が多々まだいらっ

しゃる、本当に同じ。それで少しはそういう方も入っていただくと、たくさんでなくても。

勝手に女性が男女共同参画のために言っているような言い方もされることもありますので、

もうちょっともう２年、３年たってきているので、少しずつ理解していっているのかなと思

っていたのですけれど、まだ言葉自体も知らない人がいますので。 

○委員長：今、幾つかのご意見が出ましたので、それらを大いに参考にしていただいて、次

の人選をしていただきたいと思います。 

○事務局：はい、ありがとうございます。 

○委員長：一応、中井さんが言いたいことがあるということだったのですが。 

○中 井：いえ、別にいいんですよ。 

○委員長：すみませんね。私の司会、進行の配分がよくなかったと思うのですが。 

○中 井：いえいえ、とんでもない。 

○委員長：私は時間がある人間で、この先まだ二、三十分話していても構わないのですが、

一応決まりというものがございますから、そろそろ終わりにしたいと思います。 

 この会議を終わらせた後、次年度のことについて行政の事務局の側からちょっと一言ある

と思うのですが、本当に２年間、なかなか資料がそろわないような状況の中で、皆さんには

いろいろとご協力、ご発言いただいて、本当にありがとうございました。 

 先ほども、最初に言いましたようにまだプランが発信してから２年です。この２年の実績

が意識的な呼びかけによって事業が町内で全体的に絡まっているかというと、まだそのよう

に見えない部分もあるかと思います。 

 けれども、手をつけている部分は、環境問題の部分のように市の職員の方たちの意識も随

分変化し、先へ行っている、行こうとしているという状況も見えますから、私たちは一人の

市民としてこの先も厳しい目と、それからやろうとしていることに対する惜しみないこの応

援の気持ちと両方を持って、この男女共同参画プランが３年後どのような見直しをされ、こ
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の町のまちづくりにどのように深くかかわっているということが多くの方にわかっていた

だけるような方向が手探りできるか、それを次の方にバトンタッチして、私たちも応援して

見守っていきたいと思います。 

 本当に２年間、貴重な時間をありがとうございました。 

○事務局：それでは私どもの方からお礼申し上げたいと思います。 

 プラン２１を作成しましてから、直ちに平成１２年８月だったと思いますけれども、この

委員会が立ち上がりまして、施策の創設期に非常に重要な時期に皆様方にいろいろとご審議

をいただきました。私ども、このご審議、ご指摘を踏まえて、さらに今後いろいろな面で整

理をしなければいけない部分がございます。 

 ただ、本日は議論の中にもありましたように、例えば教育一つをとりましてもいろいろな

切り口があって、しかもメンタル的な部分、心理的な部分も含めて、例えばそれを深めてい

こうとすると、もう何か事務局としても相当しっかりしてやらなくてはいけないなというよ

うな部分を今改めて痛感をしております。 

 今日の議論の中でも何点か、１４年度以降に向けてのご指摘をいただきました。事務局と

しても、例えば教育、環境の問題を議論しようとしたときに、新年度からは、例えばその所

管の職員も同席をさせるようにしないと、なかなかその議論が深まらないと思っております。

聞き伝え、言い伝えだけで、事務局が答えられるというのはもう超えていると思いますので、

そういうことも含めて整理をさせていただきたいと思っております。 

 いずれにしても、女性が住みやすい社会は男性も住みやすいんだというような、そういう

基本的な考え方のもとに私どもも、私も男性の一員としてもっともっと意識改革しなければ

いけませんし、何よりも市民に啓発するためには市役所の職員がさまざまな分野から発信し

なくてはいけませんので、まだまだ意識改革はなっていないと思っております。したがいま

して、本当に基本中の基本ですけれども、そういうことも含めて１４年度以降の分について、

事務局としても真剣に取り組んでまいりたいと思っておりますので、今後ともひとつ何かと

ご支援いただきますようよろしくお願いいたしたいと思います。 

 また、これからもいろいろとお世話になりますので、よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

 


